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はじめに

『Sun Cluster Data Service for Siebelガイド (Solaris OS版)』は、Sun™ Cluster HA
for Siebelのインストールと構成について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステム (Solaris OS)に関する知識と、Sun Clusterソフトウェアと使用するボリューム
管理ソフトウェアに関する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に固有のコマ
ンドについて説明します。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順
(システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明していま
せん。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以下を参照して
ください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

6 Sun Cluster Data Service for Siebelガイド (Solaris OS版) • 2005年 8月, Revision A



[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。

トピック マニュアル

データサービス管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと関数の参照 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。
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関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルには、サン以外の団体/個人のWebサイトに関する情報が含まれ
ています。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、コン
テンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではなく、
Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを
経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って
発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失に
ついても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
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� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

SPARC: prtdiag
-v

システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for Siebelのインス
トールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の方法について説明し
ます。

この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「Sun Cluster HA for Siebelの概要」
� 12ページの「Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成」
� 13ページの「Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の計画」
� 16ページの「ノードとディスクの準備」
� 18ページの「Siebelアプリケーションのインストールと構成」
� 24ページの「Siebelのインストールと構成の確認」
� 25ページの「Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインストール」
� 27ページの「Sun Cluster HA for Siebelの登録と構成」
� 31ページの「Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の確認」
� 32ページの「Sun Cluster HA for Siebelの保守」
� 32ページの「Sun Cluster HA for Siebel障害モニターの調整」

Sun Cluster HA for Siebelの概要
Sun Cluster HA for Siebelは、Siebelアプリケーションに障害モニターと自動フェイ
ルオーバー機能を提供します。高可用性は、Siebelゲートウェイと Siebelサーバーに
提供されます。Siebelシステムでは、Sun Clusterエージェントが動作している物理
ノードで Resonateエージェントも動作させることはできません。Resonateと Sun
Clusterは、同じ Siebelエンタープライズ内で共存できますが、同じ物理サーバー上
では共存できません。

フェイルオーバーサービスの概念については、『Sun Clusterの概念 (Solaris OS
版)』を参照してください。
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表 1 Siebelコンポーネントの保護

Siebelコンポーネント コンポーネントを保護するデータサービス

Siebelゲートウェイ Sun Cluster HA for Siebel

リソースタイプは SUNW.sblgtwyです。

Siebelサーバー Sun Cluster HA for Siebel

リソースタイプは SUNW.sblsrvrです。

Sun Cluster HA for Siebelのインストー
ルと構成
表 2に、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成に必要な作業を示します。指
定された順番どおりに、各作業を行ってください。

表 2 Task Map: Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成

タスク 参照先

Siebelのインストールの計画 13ページの「Sun Cluster HA for Siebelのイ
ンストールと構成の計画」

ノードとディスクを準備する 16ページの「ノードを準備する」

Siebelのインストールと構成 19ページの「広域ファイルシステムに Siebel
ゲートウェイをインストールする」

19ページの「物理ホストのローカルディスク
に Siebelゲートウェイをインストールする」

21ページの「広域ファイルシステムに Siebel
サーバーと Siebelデータベースをインストー
ルする」

22ページの「物理ホストのローカルディスク
に Siebelサーバーと Siebelデータベースをイ
ンストールする」

Siebelのインストールと構成の確認 24ページの「Siebelのインストールと構成を
確認する」

Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインス
トール

25ページの「Sun Cluster HA for Siebel
パッケージのインストール」
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表 2 Task Map: Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成 (続き)
タスク 参照先

フェイルオーバーデータサービスとしての
Sun Cluster HA for Siebelの登録と構成

28ページの「Sun Cluster HA for Siebelを
フェイルオーバーデータサービスとして登録
して構成する」

29ページの「Siebelサーバーを登録して構成
する」

Sun Cluster HA for Siebelインストールと構成
の確認

31ページの「Sun Cluster HA for Siebelのイ
ンストールと構成を確認する」

Sun Cluster HA for Siebelの保守 32ページの「Sun Cluster HA for Siebelの保
守」

Sun Cluster HA for Siebel障害モニターの調整 32ページの「Sun Cluster HA for Siebel障害
モニターの調整」

Sun Cluster HA for Siebelのインストー
ルと構成の計画
ここでは、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の計画について説明しま
す。

構成に関する制限事項

注意 –これらの制限事項を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場
合があります。

ここに示す制限事項を考慮して、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の
計画を行なってください。ここでは、Sun Cluster HA for Siebelにのみ適用されるソ
フトウェアとハードウェア構成の制限事項を示します。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、ご使用のリリースの Sun
Clusterのリリースノートを参照してください。

� 高可用性は、Siebelゲートウェイと Siebelサーバーに提供されます。
� Siebelシステムでは、Sun Clusterエージェントが動作している物理ノードで

Resonateエージェントも動作させることはできません。Resonateと Sun Cluster
は、同じ Siebelエンタープライズ内で共存できますが、同じ物理サーバー上では
共存できません。

Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成 13



� Sun Cluster HA for Siebelを Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverと組
み合わせて使用する場合は、Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverを
フェイルオーバーデータサービスとして構成する必要があります。スケーラブル
Sun Cluster HA for Sun Java System Web Serverを Sun Cluster HA for Siebelと組
み合わせて使用することはできません。

構成に関する要件

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

ここで示す要件に従って、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の計画を
行なってください。これらの要件が当てはまるのは、Sun Cluster HA for Siebelだけ
です。Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成を始める前に、次の要件を満
たしておく必要があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
を参照してください。

� 各 Siebelゲートウェイと各 Siebelサーバーをそれぞれ専用の Siebelルート環境 (イ
ンスタンスごとに専用の siebenv.shファイルをもつ)にインストールします。
こうすると、各インスタンスが相互に独立するので、フェイルオーバーと問題の診
断が容易になります。

� 複数の Siebelサーバーで Siebelファイルシステムを使用する場合は、Siebel
ファイルシステムを広域ファイルシステムにインストールします。こうすることに
よって、すべての Siebelサーバーリソースがどのクラスタノードからでも、同じ
ファイルシステムにアクセスできるようになります。

� Autostart機能は使用しないでください。Siebelゲートウェイまたは Siebelサー
バーのインストール時に、このパラメータの構成を求められたときには、
Autostart=NOを指定します。

データサービスの標準構成
ここに示す標準構成を使用して、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の
計画を行なってください。Sun Cluster HA for Siebelは、この節で説明する標準構成
をサポートします。Sun Cluster HA for Siebelは、追加構成もサポートできる場合が
あります。ただし、Sunサービスプロバイダに連絡し、他の構成に関する情報を得る
必要があります。

図 1に、Sun Cluster HA for Siebelを使用する可能な構成を示します。Siebelサーバー
と Siebelゲートウェイはフェイルオーバーデータサービスとして構成されています。
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図 1 Siebelの標準構成

構成計画に関する質問
ここで示す質問に基づいて、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の計画
を行なってください。これらの質問に対する答えは、『Sun Clusterデータサービスの
計画と管理 (Solaris OS版)』の付録 C「データサービス構成のワークシートと記入
例」に記載されているデータサービスワークシートに記入します。

� 次のリソースの論理ホスト名は何ですか。Siebelゲートウェイと Siebelサーバー

� システム構成ファイルはどこに置きますか。

Siebelバイナリをローカルファイルシステムに置く場合とクラスタファイルシステ
ムに置く場合のメリットとデメリットについては、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライ
ン」を参照してください。
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ノードとディスクの準備
ここでは、ノードとディスクを準備する手順について説明します。

� ノードを準備する
次の手順で、Siebelのインストールと構成の準備を行なってください。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

2. /etc/nsswitch.confファイルを次のように構成します。これによって、ス
イッチオーバーやフェイルオーバーが起こったときに、Sun Cluster HA for Siebel
の起動と停止が正しく行われます。

Sun Cluster HA for Siebelが動作する論理ホストをマスターできる各ノードで、
/etc/nsswitch.confファイルに次のエントリを指定します。

passwd: files nis [TRYAGAIN=0]
publickey: files nis [TRYAGAIN=0]
project: files nis [TRYAGAIN=0]

group: files

Sun Cluster HA for Siebel では、su - user コマンドを使用して、サービスの起
動、停止、および検証を行います。

クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネットワーク情報
ネームサービスが使用不能になることがあります。上記エントリを追加しておくこ
とによって、ネットワーク情報ネームサービスが使用不能の場合に、su(1M)コマ
ンドが NIS/NIS+ネームサービスを参照しなくなります。

3. Siebelゲートウェイの検証機能が、/home上のファイルを開こうとしているとき
にタイムアウトしないようにします。

Siebelゲートウェイが動作しているノードに、NFSまたは NISといったネット
ワークリソースに依存する /homeから始まるパスが設定されているときに、パブ
リックネットワークで障害が発生すると、Siebelゲートウェイの検証機能がタイム
アウトして、Siebelゲートウェイリソースがオフラインになってしまいます。パブ
リックネットワークを利用できないと、Siebelゲートウェイの検証機能は /home
上のファイルを開こうとしてハングアップし、検証機能がタイムアウトします。

/home上のファイルを開こうとしているときに、Siebelゲートウェイの検証機能
がタイムアウトしないようにするには、Siebelゲートウェイになりえるすべてのク
ラスタノードを次のように構成します。

a. /home から始まるパスに関して、NFS または NIS へのあらゆる依存関係を排
除します。

この場合、/homeパスをローカルにマウントすることも、/homeマウントポイ
ントを /export/home または /home から始まらない別の名前に変更すること

手順
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もできます。

b. /etc/auto_master ファイルで +auto_master の含まれる行をコメントア
ウトして、 /homeエントリがあればすべて auto_homeに変更します。

c. /etc/auto_home ファイルで +auto_home の含まれる行をコメントアウト
します。

4. Siebel管理者のホームディレクトリを準備します。

5. 各ノードで、データベース管理者グループのエントリを /etc/groupファイルに
作成し、グループへの登録が必要なユーザーをグループに追加します。

ヒント –次の例では、Siebel管理者グループの名前は siebelです。

Sun Cluster HA for Siebelを実行するすべてのノードでグループ IDが同じである
かを確認します。

siebel:*:521:siebel

グループエントリをネットワークネームサービスに作成することができます。その
場合には、ネットワークネームサービスに依存するのを避けるために、これらのエ
ントリをローカルの /etc/inet/hostsファイルにも追加します。

6. 各ノードで、Siebel管理者のエントリを作成します。

ヒント –次の例では、Siebel管理者名は siebelです。

次のコマンドでは、/etc/passwdと /etc/shadowファイルを Siebel管理者の
エントリで更新します。

# useradd -u 121 -g siebel -s /bin/ksh -d /Siebel-home siebel

Siebelユーザーエントリが Sun Cluster HA for Siebelの動作するすべてのノードで
同じであることを確認します。

7. Siebel管理者のデフォルトの環境に Siebelデータベースにアクセスするための設
定値が含まれていることを確認します。たとえば、Siebelデータベースが Oracle
上にある場合、.profileファイルに指定されている可能性のあるエントリは、
次のとおりです。

export ORACLE_HOME=/global/oracle/OraHome
export PATH=$PATH:$ORACLE_HOME/bin
export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib:/usr/lib
export TNS_ADMIN=$ORACLE_HOME/network/admin
export ORACLE_SID=siebeldb
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8. 論理ホスト名と Siebelゲートウェイリソースを維持するフェイルオーバーリソー
スグループを作成します。

# scrgadm -a -g failover-rg [-h nodelist]

9. 論理ホスト名リソースを追加します。

論理ホスト名は、Siebelゲートウェイと Siebelサーバーの siebenv.shファイル
で設定された SIEBEL_GATEWAY 環境変数の値と一致していなければなりませ
ん。

# scrgadm -a -L -g failover-rg -l logical_hostname

10.リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g failover-rg

11.必要な論理ホスト名ごとに、手順 8から手順 10までを繰り返します。

Siebelアプリケーションのインストール
と構成
ここでは Siebelアプリケーションをインストールして構成する手順について説明しま
す。Siebelアプリケーションをインストールするには、Siebelゲートウェイ、Siebel
サーバー、および Siebelデータベースをインストールする必要があります。

Siebelアプリケーションをインストールするには、構成に関する次の情報が必要にな
ります。

� ゲートウェイとサーバーのルートディレクトリ (インストール先)

� Siebelゲートウェイと Siebelサーバーの論理ホスト名 (別々にフェイルオーバーさ
せる場合は、Siebelサーバーインスタンスごとに 1つずつの論理ホスト名)

これらのアドレスを構成し、オンラインにしなければなりません。

以下、Siebelアプリケーションのインストール手順について説明します。

� 18ページの「Siebelゲートウェイのインストール」
� 21ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースのインストール」

Siebelゲートウェイのインストール
Siebelゲートウェイは、広域ファイルシステムまたは物理ホストのローカルディスク
のどちらにでもインストールできます。次のどちらか一方の手順で、Siebelゲート
ウェイをインストールします。
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� 19ページの「広域ファイルシステムに Siebelゲートウェイをインストールする」
� 19ページの「物理ホストのローカルディスクに Siebelゲートウェイをインストー
ルする」

� 広域ファイルシステムに Siebelゲートウェイをインス
トールする
次の手順で、Siebelゲートウェイを広域ファイルシステムにインストールします。
Siebelゲートウェイを物理ホストのローカルディスクにインストールする場合は、19
ページの「物理ホストのローカルディスクに Siebelゲートウェイをインストールす
る」を参照してください。

広域ファイルシステムに Siebelゲートウェイをインストールする場合は、クラスタの
任意のノードから 1回だけ Siebelソフトウェアをインストールします。

1. Siebelのインストールマニュアルと最新のリリースノートに記載されている手順
で、Siebelゲートウェイをインストールします。

Autostart機能は使用しないでください。プロンプトに対して、Autostart=NO
を指定します。

2. siebenv.shファイルが gateway_rootの下にあり、Siebelゲートウェイを起動す
るユーザーによって所有されていることを確認します。

3. Siebelゲートウェイを起動するユーザーのホームディレクトリで、.hushlogin
という空のファイルを作成します。

.hushloginファイルは、クラスタノードの公開ネットワークの障害により、
サービスの起動、停止、または検証がタイムアウトすることを防ぎます。

4. gateway_root の下の siebenv.sh ファイルと siebenv.csh ファイルで、Siebel
ゲートウェイ用に選択した論理ホスト名に SIEBEL_GATEWAYを変更します。

5. Siebelゲートウェイを停止してから再起動し、ゲートウェイがその論理ホスト名
を使用していることを確認します。

� 物理ホストのローカルディスクに Siebelゲートウェイを
インストールする
次の手順で、Siebelゲートウェイを物理ホストのローカルディスクにインストールし
ます。Siebelゲートウェイを広域ファイルシステムにインストールする場合は、
19ページの「広域ファイルシステムに Siebelゲートウェイをインストールする」を参
照してください。

手順
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注 –物理ホストのローカルディスクに Siebelゲートウェイをインストールする場合
は、ディレクトリ gateway_root /sys の可用性を高くしておく (広域ファイルシステム
にインストールする)必要があります。

1. Siebelのインストールマニュアルと最新のリリースノートに記載されている手順
で、いずれか 1つのクラスタノードに Siebelゲートウェイをインストールしま
す。

Autostart機能は使用しないでください。プロンプトに対して、Autostart=NO
を指定します。

2. siebenv.shファイルが gateway_rootの下にあり、Siebelゲートウェイを起動す
るユーザーによって所有されていることを確認します。

3. Siebelゲートウェイを起動するユーザーのホームディレクトリで、.hushlogin
という空のファイルを作成します。

.hushloginファイルは、クラスタノードの公開ネットワークによるサービスの
起動、停止、または検証がタイムアウトすることを防ぎます。

4. gateway_root の下の siebenv.sh ファイルと siebenv.csh ファイルで、ゲート
ウェイ用に選択した論理ホスト名に SIEBEL_GATEWAYを変更します。

5. Siebelゲートウェイを停止してから再起動し、ゲートウェイがその論理ホスト名
を使用していることを確認します。

6. gateway_root /sysを /global/siebel/sysに移し、ローカルファイルシステム
から広域ファイルシステムへのリンクを作成します。

# mv gateway_root/sys /global/siebel/sys

# ln -s /global/siebel/sys gateway_root/sys

7. 残りのすべてのクラスタノードでインストールを複製します。

# rdist -c gateway_root hostname:gateway_root

8. Siebelゲートウェイのファイルとディレクトリに関して、所有権とアクセス権が
すべてのクラスノードで同じであることを確認します。

9. クラスノードごとに、リンクの所有権を適切な Siebelユーザーに変更します。

# chown -h siebel:siebel gateway_root/sys

10. Siebelユーザーとして、ゲートウェイが正しくインストールされて構成されてい
るかどうかを確認します。次のコマンドでバージョンを示した文字列が戻されるこ
とを確認します。

$ srvredit -q -g SIEBEL_GATEWAY -e none -z -c ’$Gateway.VersionString’

手順
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Siebelサーバーと Siebelデータベースのインス
トール
Siebelサーバーは、広域ファイルシステムまたは物理ホストのローカルディスクのど
ちらにでもインストールできます。

注 –複数の Siebelサーバーで Siebelファイルシステムを使用する場合は、Siebel
ファイルシステムを広域ファイルシステムにインストールする必要があります。

次のどちらか一方の手順で、Siebelサーバーをインストールして、Siebelサーバーと
Siebelデータベースを構成します。

� 21ページの「広域ファイルシステムに Siebelサーバーと Siebelデータベースをイ
ンストールする」

� 22ページの「物理ホストのローカルディスクに Siebelサーバーと Siebelデータ
ベースをインストールする」

� 広域ファイルシステムに Siebelサーバーと Siebelデータ
ベースをインストールする
次の手順で、広域ファイルシステムに Siebelサーバーをインストールして、Siebel
サーバーと Siebelデータベースを構成します。Siebelサーバーを物理ホストのローカ
ルディスクにインストールする場合は、22ページの「物理ホストのローカルディス
クに Siebelサーバーと Siebelデータベースをインストールする」を参照してくださ
い。

広域ファイルシステムに Siebelサーバーをインストールする場合は、クラスタの任意
のノードから 1回だけソフトウェアをインストールします。

1. Siebelのインストールマニュアルと最新のリリースノートに記載されている手順
で、Siebelサーバーをインストールします。

Autostart機能は使用しないでください。プロンプトに対して、Autostart=No
を指定します。

ゲートウェイのホスト名を入力するように指示されたなら、Siebelゲートウェイの
論理ホスト名を入力します。

2. siebenv.shファイルが server_rootの下にあり、Siebelサーバーを起動するユー
ザーによって所有されていることを確認します。

3. Siebelサーバーを起動するユーザーのホームディレクトリで、.hushloginとい
う空のファイルを作成します。

.hushloginファイルは、クラスタノードの公開ネットワークによるサービスの
起動、停止、または検証がタイムアウトすることを防ぎます。

手順
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4. HA Oracleなどのデータベースが Siebelに合わせて設定されていて、なおかつ
データベースがオンラインになっていることを確認します。

5. Siebelのマニュアルを参照し、Siebelデータベースを構成して入力します。

ODBC データソースを作成する場合 (dbsrvr_config.ksh スクリプトを使用)、
名前を siebsrvr_ siebel_enterpriseにする必要があります。

6. Sun Cluster HA for Siebel障害モニター用の Siebelデータベースに接続する権限
を指定して、データベースユーザー (例 : dbuser/dbpassword)を作成します。

7. Siebelサーバーを起動するユーザーとしてログインし、Siebelサーバーを手動で
起動します。

8. srvrmgrを実行して、Siebelサーバーの構成を変更し、Siebelサーバーがクラス
タで動作できるようにします。

� Siebel 7.7を使用している場合は、ServerHostAddressパラメータを Siebel
サーバーの論理ホスト名リソースの IPアドレスに変更します。

$ srvrmgr:hasiebel> change param ServerHostAddress=lhaddr for server hasiebel

� Siebel 7.7より前のバージョンを使用している場合は、HOSTパラメータを
Siebelサーバーの論理ホスト名に変更します。

$ srvrmgr:hasiebel> change param Host=lhname for server hasiebel

注 –これらの変更は、Sun Clusterの制御下で Siebelサーバーが起動すると有効に
なります。

� 物理ホストのローカルディスクに Siebelサーバーと Siebel
データベースをインストールする
次の手順で、物理ホストのローカルディスクに Siebelサーバーをインストールして、
Siebelサーバーと Siebelデータベースを構成します。Siebelサーバーを広域ファイル
システムにインストールする場合は、21ページの「広域ファイルシステムに Siebel
サーバーと Siebelデータベースをインストールする」を参照してください。

物理ホストのローカルディスクに Siebelサーバーをインストールする場合は、いずれ
か 1つのクラスタノードにソフトウェアをインストールします。

1. Siebelのインストールマニュアルと最新のリリースノートに記載されている手順
で、Siebelサーバーをインストールします。

Autostart機能は使用しないでください。プロンプトに対して、Autostart=No
を指定します。

ゲートウェイのホスト名を入力するように指示されたなら、Siebelゲートウェイの
論理ホスト名を入力します。

手順
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2. siebenv.shファイルが server_rootの下にあり、Siebelサーバーを起動するユー
ザーによって所有されていることを確認します。

3. Siebelサーバーを起動するユーザーのホームディレクトリで、.hushloginとい
う空のファイルを作成します。

.hushloginファイルは、クラスタノードの公開ネットワークによるサービスの
起動、停止、または検証がタイムアウトすることを防ぎます。

4. HA Oracleなどのデータベースが Siebelに合わせて設定されていて、なおかつ
データベースがオンラインになっていることを確認します。

5. Siebelのマニュアルを参照し、Siebelデータベースを構成して入力します。

ODBC データソースを作成する場合 (dbsrvr_config.ksh スクリプトを使用)、
名前を siebsrvr_ siebel_enterpriseにする必要があります。

6. Sun Cluster HA for Siebel障害モニター用の Siebelデータベースに接続する権限
を指定して、データベースユーザー (例 : dbuser/dbpassword)を作成します。

7. Siebelサーバーを起動するユーザーとしてログインし、Siebelサーバーを手動で
起動します。

8. srvrmgrを実行して、Siebelサーバーの構成を変更し、Siebelサーバーがクラス
タで動作できるようにします。

� Siebel 7.7を使用している場合は、ServerHostAddressパラメータを Siebel
サーバーの論理ホスト名リソースの IPアドレスに変更します。

$ srvrmgr:hasiebel> change param ServerHostAddress=lhaddr for server hasiebel

� Siebel 7.7より前のバージョンを使用している場合は、HOSTパラメータを
Siebelサーバーの論理ホスト名に変更します。

$ srvrmgr:hasiebel> change param Host=lhname for server hasiebel

注 –これらの変更は、Sun Clusterの制御下で Siebelサーバーが起動すると有効に
なります。

9. 残りのすべてのクラスタノードでインストールを複製します。

# rdist -c server_root hostname:server_root

10. Siebelゲートウェイのファイルとディレクトリに関して、所有権とアクセス権が
すべてのクラスノードで同じであることを確認します。
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Siebelのインストールと構成の確認
ここでは、Siebelのインストールと構成を確認する手順について説明します。

� Siebelのインストールと構成を確認する
次の手順で Siebelゲートウェイ、Siebelサーバー、および Siebelデータベースのイン
ストールと構成を確認します。データサービスをまだインストールしていないため、
この手順ではアプリケーションの可用性が高いかどうかを確認することはできませ
ん。

1. リソース (複数可)をオンラインにする予定のノード上で、論理ホスト名がオンラ
インになっていることを確認します。

2. Siebelゲートウェイを起動するユーザーとして、Siebelゲートウェイを手動で起
動します。

3. Siebelサーバーを起動するユーザーとして、Siebelサーバーを手動で起動しま
す。

4. odbcsqlを使用して、Siebelデータベースに接続できるかどうかを確認します。

# odbcsql /s siebsrvr_siebel_enterprise /u dbuser /p dbpassword

5. srvrmgr の list servers サブコマンドを実行します。

Siebelサーバーの可用性を高く構成する前、Siebelサーバーの HOST_NAMEパラ
メータには物理ホスト名が表示されます。

Siebelサーバーの可用性を高く構成したあと、このコマンドの出力は、使用してい
る Siebelのバージョンによって異なります。

� Siebel 7.7を使用している場合、Siebelサーバーの HOST_NAMEパラメータに
は、Siebelサーバーが動作しているノードの「物理」ホスト名が表示されま
す。したがって、このコマンドを実行するたびに、Siebelサーバーリソースが
フェイルオーバーまたはスイッチオーバーしているかどうかによって、異なる
名前が表示される可能性があります。

� Siebel 7.7より前のバージョンを使用している場合、Siebelサーバーの
HOST_NAMEパラメータには「論理」ホスト名が表示されます。

6. Siebel 7.7を使用している場合は、serverhostaddressパラメータに Siebel
サーバーの論理ホスト名リソースの IPアドレスが設定されていることを確認しま
す。

$ srvrmgr:hasiebel> list advanced param serverhostaddress

7. Siebelの専用クライアントとサポート対象の thinクライアント (ブラウザ)を使用
して、販売、コールセンターなどの各種 Siebelユーザーセッションをテストしま

手順
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す。

8. Siebelサーバーを起動したユーザーとして、Siebelサーバーを手動で停止しま
す。

9. Siebelゲートウェイを起動したユーザーとして、Siebelゲートウェイを手動で停
止します。

Sun Cluster HA for Siebelパッケージの
インストール
Sun Clusterの初回のインストール時に Sun Cluster HA for Siebelパッケージをインス
トールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストールしてください。この
手順は、Sun Cluster HA for Siebelパッケージをインストールする各クラスタノード
上で個別に実行します。この手順の実行には、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要で
す。

同時に複数のデータサービスをインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」で説明する手順
を行います。

次のインストールツールのどちらかを使用して、Sun Cluster HA for Siebelパッケー
ジをインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Solaris 10を使用している場合は、これらのパッケージを大域ゾーンだけにインス
トールします。パッケージをインストールしたあとで作成されたローカルゾーンにそ
れらのパッケージが転送されないようにするには、scinstallユーティリティーを
使用してパッケージをインストールしてください。Web Startプログラムは使用しな
いでください。

� Web Startプログラムを使って Sun Cluster HA for
Siebelパッケージをインストールするには
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムについての詳細は、installer(1M)
のマニュアルページを参照してください。
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1. Sun Cluster HA for Siebelパッケージをインストールするクラスタノード上で、
スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) GUIでWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環境変数が
設定されていることを確認してください。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for Siebelコンポーネントディレクトリに切り替え
ます。

Sun Cluster HA for SiebelデータサービスのWeb Startプログラムは、このディレ
クトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_Siebel_3.1/

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、「一般」を選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、「カスタム」を選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for Siebelパッケージをイン
ストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリーが出力
されます。この出力を使用して、インストール時にWeb Startによって作成された
ログを確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレクト
リにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブから取り出します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

手順
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� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for Siebelパッケージをインストールす
る

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMをロードします。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CD-ROMをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CD-ROMを取り出します。

Sun Cluster HA for Siebelの登録と構成
ここでは、Sun Cluster HA for Siebelを構成する手順について説明します。

Sun Cluster HA for Siebel拡張プロパティーの設定
以下の各項ではリソースの登録と構成について説明します。これらの説明は、設定が
必要な Sun Cluster HA for Siebelの拡張プロパティーに限られています。すべての
Sun Cluster HA for Siebel拡張プロパティーについては、付録Aを参照してくださ
い。拡張プロパティーの中には動的に変更できるものがあります。ただし、それ以外
の拡張プロパティーは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新できませ
ん。「調整可能」の欄には、そのプロパティーをいつ変更できるかが示されていま
す。

リソースの拡張プロパティーを設定する際には、リソースを作成または変更する
scrgadm(1M)コマンドに次のオプションを指定する必要があります。

手順
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-x property=value

-x property 設定する拡張プロパティーを指定します。

value 設定する拡張プロパティーの値を指定します。

これらのリソースを作成したあとにリソースを構成する場合は、『Sun Clusterデータ
サービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の第 2章「データサービスリソースの管理」
で説明する手順も使用できます。

� Sun Cluster HA for Siebelをフェイルオーバーデー
タサービスとして登録して構成する
次の手順に従って、Sun Cluster HA for Siebelをフェイルオーバーデータサービスと
して構成します。この手順では、データサービスパッケージはインストール済みであ
ると想定しています。Sun Cluster HA for Siebelパッケージがまだインストールされ
ていない場合は、25ページの「Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインストー
ル」を参照して、これらのパッケージをインストールします。それ以外の場合は、次
の手順で Sun Cluster HA for Siebelを構成します。

1. アプリケーションサーバーを格納するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーに
なります。

2. Siebelゲートウェイのリソースタイプを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.sblgtwy

3. 論理ホスト名と Siebelゲートウェイリソースを維持するフェイルオーバーリソー
スグループを作成します。

注 – 16ページの「ノードを準備する」の手順を完了した時点で、すでに、リソー
スグループを作成し、論理ホスト名リソースを追加し、リソースグループをオンラ
インにしている場合は、手順 6に進んでもかまいません。

# scrgadm -a -g gateway-rg [-h nodelist]

4. 論理ホスト名リソースを追加します。

論理ホスト名が、Siebelゲートウェイと Siebelサーバーの siebenv.shファイル
で設定された SIEBEL_GATEWAY環境変数の値と一致していることを確認します。

# scrgadm -a -L -g gateway-rg -l logical_hostname

5. リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g gateway-rg

手順
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6. siebenv.shファイルが gateway_rootの下にあるかどうかを確認します。

Siebelリソースがオンラインになると、このファイルの所有者が Siebelゲート
ウェイサーバーを起動します。

7. Siebelゲートウェイリソースを作成します。

# scrgadm -a -j sblgtwy-rs -g gateway-rg \
-t SUNW.sblgtwy \

-x Confdir_list=gateway_root

8. Siebelゲートウェイリソースを有効にします。

# scswitch -e -j sblgtwy-rs

9. scstat —g と ps —ef を使用して、Siebel リソースグループと Siebel ゲート
ウェイリソースがオンラインかどうかを確認します。

� Siebelサーバーを登録して構成する

1. Siebelサーバーのリソースタイプを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.sblsrvr

2. 論理ホスト名と Siebelサーバーリソースを維持するフェイルオーバーリソースグ
ループを作成します。

注 – 16ページの「ノードを準備する」の手順を完了した時点で、すでに、リソー
スグループを作成し、論理ホスト名リソースを追加し、リソースグループをオンラ
インにしている場合は、手順 5に進んでもかまいません。

# scrgadm -a -g siebel-rg [-h nodelist]

3. 論理ホスト名リソースを追加します。

この論理ホスト名は、Siebel サーバーに対応する HOST_NAME パラメータの値と一
致させるべきです。

# scrgadm -a -L -g siebel-rg -l logical-hostname

4. リソースグループをオンラインにします。

次のコマンドを使用して、優先ノードでリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g siebel-rg

5. siebenv.shファイルが server_rootの下にあるかどうかを確認します。

手順
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6. siebenv.shの所有者が所有する scsblconfigというファイルを server_rootの
下に作成します。

Siebelサーバーをローカルにインストールしている場合は、すべてのノードで、
ファイル scsblconfigを server_rootの下に作成します。

セキュリティー上の理由から、所有者だけがこのファイルを読めるようにします。

# cd server_root
# touch scsblconfig
# chown siebel:siebel scsblconfig

# chmod 400 scsblconfig

7. Sun Cluster HA for Siebel障害モニター用のデータベースに接続する権限を指定
して、データベースユーザー (例 : dbuser/dbuserpassword)を選択します。

8. srvrmgrで compgrpsコマンドを実行する権限を指定して、別の Siebelユー
ザー (例 : sadmin/sadminpassword ) を選択します。

9. 次のエントリを scsblconfigファイルに追加します。

export DBUSR=dbuser
export DBPWD=dbuserpassword
export SADMUSR=sadmin
export SADMPWD=sadminpassword

10. Siebelサーバーリソースを作成します。

# scrgadm -a -j sblsrvr-rs -g siebel-rg \
-t SUNW.sblsrvr \
-x Confdir_list=server_root \
-x siebel_enterprise=siebel enterprise name \

-x siebel_server=siebel server name

注意 – siebel_enterpriseまたは siebel_serverに誤った値を入力しても、
妥当性検査時にエラーは発生しません。しかし、リソースの起動は失敗します。
siebel_enterprise が誤っていると、 validate メソッドはデータベースが接
続可能かどうかを検証できず、警告だけが生成されます。

11. Siebelサーバーリソースを有効にします。

# scswitch -e -j sblsrvr-rs

12. scstat –g コマンドと ps –ef コマンドを使用して、リソースグループと Siebel
サーバーリソースがオンラインかどうかを確認します。
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Sun Cluster HA for Siebelのインストー
ルと構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされ構成されているかどうかを確認
する手順について説明します。

� Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成を
確認する
次の手順で、Sun Cluster HA for Siebelが正しくインストールされ、構成されている
かどうかを確認します。

1. クラスタ上で Siebelデータベースリソース、Siebelゲートウェイリソース、およ
び Siebelサーバーリソースをオンラインにします。

2. Siebelサーバーがオンラインのノードにログインします。

3. 障害モニターが正常に機能していることを確認します。

4. srvrmgr を起動し、サブコマンド list compgrps を実行します。

5. 必要な Siebelコンポーネントが有効になっているかどうかを確認します。

6. サポート対象の thinクライアント (ブラウザ)を使用して Siebelに接続し、
セッションを実行します。

7. ユーザー rootとして、Siebelリソースグループを別のノードに切り替えます。

# scswitch -z -g siebel-rg -h node2

8. Siebelサーバーリソースが動作できる潜在ノードごとに、手順 4、手順 5、および
手順 6を繰り返します。

9. ユーザー rootとして、Siebelゲートウェイリソースグループを別のノードに切り
替えます。

# scswitch -z -g gateway-rg -h node2

手順
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Sun Cluster HA for Siebelの保守
ここでは Sun Cluster HA for Siebelの保守についての指針を示します。

� Siebelリソースを保守する場合は、Siebelリソース (複数可)を無効にするか、また
は次のコマンドの 1つを使用して、Siebelリソースグループ (複数可)を非管理状
態にします。

� scswitch -j resource
� scswitch -g resource_group

� Siebelリソースを起動する場合は、リソースを無効にして、なおかつ論理ホスト名
をオンラインにしたまま、Siebelリソースを手動で起動します。

注意 –リソースを無効にしたり、リソースグループを非管理状態にすることなく、
Siebelサーバーを手動で起動すると、Sun Clusterの制御下でリソースの起動を試行し
たノード上のサービスを Siebelリソース起動メソッドが「リセット」してしまう可能
性があります。これは予想外の結果を引き起こします。

Sun Cluster HA for Siebel障害モニター
の調整
Sun Cluster HA for Siebelデータサービスの障害監視は、次の障害モニターによって
提供されます。

� Siebelサーバーの障害モニター
� Siebelゲートウェイの障害モニター

次の表に、それぞれの障害モニターが含まれるリソースのリソースタイプを示しま
す。

表 3 Sun Cluster HA for Siebel障害モニターのリソースタイプ

障害モニター リソースタイプ

Siebelサーバー SUNW.sblsrvr

Siebelゲートウェイ SUNW.sblgtwy
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障害モニターの動作は、これらのリソースのシステムプロパティーと拡張プロパ
ティーによって制御されます。事前に設定された障害モニターの動作は、これらのプ
ロパティーのデフォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどの Sun Cluster
システムに適しているはずです。したがって、Sun Cluster HA for Siebel障害モニ
ターを調整するのは、事前に設定されたこの動作を変更したい場合「だけに」留める
べきです。

Sun Cluster HA for Siebel障害モニターの調整では次のことを行います。

� 障害モニターの検証間隔を設定する。
� 障害モニターの検証タイムアウトを設定する。
� 継続的な障害とみなす基準を定義する。
� リソースのフェイルオーバー動作を指定する。

詳細は、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Cluster
データサービス用に障害モニターを調整する」を参照してください。以降の項では、
これらの作業を実行するのに必要な Sun Cluster HA for Siebel障害モニターについて
説明します。

Sun Cluster HA for Siebel障害モニターの調整は、Sun Cluster HA for Siebelの登録と
構成を行うときに実施します。詳細は、27ページの「Sun Cluster HA for Siebelの登
録と構成」を参照してください。

Siebelサーバーの障害モニターの動作
検証中、Siebelサーバーの障害モニターは、次のコンポーネントが正常に動作するか
どうかをテストします。

� Siebelデータベース

Siebelデータベースで障害が発生すると、Siebelサーバーの状態が DEGRADEDに
設定されます。Siebelデータベースが改めて再起動したときに、Siebelサーバーリ
ソースの検証機能が Siebelサーバーが動作しているかどうかを調べようとしま
す。このテストに失敗すると、Siebelサーバーは再起動するか、または別のノード
にフェイルオーバーされます。

Siebelサーバーリソースが起動されると、Siebelデータベースは使用不能になる可
能性があります。この状況では、Siebelデータベースが使用可能になったとき、障
害モニターは Siebelサーバーも起動します。

� Siebelゲートウェイ

Siebelゲートウェイで障害が発生すると、Siebelサーバーの状態が DEGRADEDに
設定されます。Siebelゲートウェイが改めて再起動したときに、Siebelサーバーリ
ソースの検証機能が Siebelサーバーが動作しているかどうかを調べようとしま
す。このテストに失敗した場合、Siebelサーバーは再起動するか、または別のノー
ドにフェイルオーバーされます。

Siebelサーバーリソースが起動されると、Siebelゲートウェイは使用不能になる可
能性があります。この状況では、Siebelゲートウェイが使用可能になったとき、障
害モニターは Siebelサーバーも起動します。

Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成 33



� Siebelサーバーとその有効なコンポーネントすべて

Siebelサーバーで障害が発生すると、サーバーは再起動するか、または別のノード
にフェイルオーバーされます。Siebelコンポーネントのどれかで障害が発生する
と、部分的な障害が報告されます。障害モニターは、この部分的な障害を完全な障
害の 10%であると見なします。

注 – Siebelサーバーの障害モニターがコンポーネントの障害を検出できるのは、
Siebelの英語インストールだけです。

Siebelゲートウェイの障害モニターの動作
Siebelゲートウェイの障害モニターは、Siebelゲートウェイのプロセスを監視しま
す。Siebelゲートウェイプロセスが停止すると、障害モニターがそのプロセスを再起
動するか、または別のノードにフェイルオーバーします。
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付録 A

Sun Cluster HA for Siebel拡張プロパ
ティー

以下の各節で、Sun Cluster HA for Siebelリソースタイプの拡張プロパティーについ
て説明します。

� 35ページの「SUNW.sblsrvr拡張プロパティー」
� 37ページの「SUNW.sblgtwy拡張プロパティー」

システム定義のプロパティーについての詳細は、r_properties(5)と
rg_properties(5)のマニュアルページを参照してください。

SUNW.sblsrvr拡張プロパティー
SUNW.sblsrvrリソースタイプは、Sun Cluster構成に組み込まれた Siebelサーバー
を意味します。このリソースタイプには、次のような拡張プロパティーが設定されま
す。

Confdir_list
このプロパティーには、Siebelサーバーのルートディレクトリに対するパス名を指
定します。

データタイプ:文字列配列

初期値:なし

調整:作成時

Monitor_retry_count
このプロパティーは、障害モニターの再起動を制御します。このプロパティーは、
プロセスモニター機能が障害モニターを再起動する回数を示します。これは、
pmfd(1M)コマンドに指定する -nオプションに相当します。再起動回数のカウン
トは、指定されたタイムウィンドウで行われます (Monitor_retry_intervalを
参照)。このプロパティーは、障害モニター自身の再起動を制御するのであって、
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Siebelサーバーの再起動を制御するわけではありません。Siebelサーバーの再起動
は、システム定義プロパティー Thorough_Probe_Interval、
Retry_Interval、および Retry_Countによって、各プロパティーの説明に記
述されているとおりに制御されます。r_properties(5)を参照してください。

データタイプ:整数

初期値: 4

調整:任意の時点

Monitor_retry_interval
このプロパティーには、障害モニターに発生する障害をカウントし続ける時間 (分
単位)を指定します。これは pmfadmコマンドで指定する -tオプションに相当し
ます。障害モニターでの障害発生数が Monitor_retry_countの指定値を超過す
ると、プロセスモニター機能による障害モニターの再起動は行われなくなります。

データタイプ:整数

初期値: 2

調整:任意の時点

Probe_timeout
このプロパティーには、障害モニターが Siebelサーバーインスタンスの検証に使用
するタイムアウト値 (秒単位)を指定します。

データタイプ:整数

初期値: 300

調整:任意の時点

Siebel_enterprise
このプロパティーには Siebel enterpriseの名前を指定します。

データタイプ:文字列配列

初期値:なし

調整:作成時

Siebel_server
このプロパティーには、Siebelサーバーの名前を指定します。

データタイプ:文字列配列

初期値:なし

調整:作成時
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SUNW.sblgtwy拡張プロパティー
SUNW.sblgtwyリソースタイプは、Sun Cluster構成に組み込まれた Siebelゲート
ウェイを意味します。このリソースタイプには、次のような拡張プロパティーが設定
されます。

Confdir_list
このプロパティーには、Siebelゲートウェイのルートディレクトリに対するパス名
を指定します。

データタイプ:文字列配列

初期値:なし

調整:作成時

Monitor_retry_count
このプロパティーは、障害モニターの再起動を制御します。このプロパティーは、
プロセスモニター機能が障害モニターを再起動する回数を示します。これは、
pmfd(1M)コマンドに指定する -nオプションに相当します。再起動回数のカウン
トは、指定されたタイムウィンドウで行われます (Monitor_retry_intervalを
参照)。このプロパティーは、障害モニター自身の再起動を制御するのであって、
Siebelゲートウェイの再起動を制御するわけではありません。Siebelゲートウェイ
の再起動は、システム定義プロパティーの Thorough_Probe_Interval
とRetry_Intervalで制御します。r_properties(5)を参照してください。

データタイプ:整数

初期値: 4

調整:任意の時点

Monitor_retry_interval
このプロパティーには、障害モニターに発生する障害をカウントし続ける時間 (分
単位)を指定します。これは pmfadmコマンドで指定する -tオプションに相当し
ます。障害モニターでの障害発生数が、拡張プロパティー
Monitor_retry_countの指定値を超過すると、プロセスモニター機能による障
害モニターの再起動は行われなくなります。

データタイプ:整数

初期値: 2

調整:任意の時点

Probe_timeout
このプロパティーには、障害モニターが Siebelゲートウェイインスタンスの検証に
使用するタイムアウト値 (秒単位)を指定します。

データタイプ:整数
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初期値: 120

調整:任意の時点
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